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「
縄
文
の
あ
る
弥
生
式
土
器
」

　
左
の
写
真
は
、
新
里
町
峯
岸

山
で
出
土
し
た
弥
生
時
代
後
期

の
壺
形
土
器
で
す
。
弥
生
土
器

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
器
面
の
口

縁
か
ら
胴
部
上
半
に
か
け
て
縄

文
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
弥
生

時
代
に
な
っ
て
も
、
関
東
以
北

の
土
器
に
は
縄
文
土
器
の
伝
統

が
残
り
続
け
ま
し
た
が
、
こ
の

土
器
は
特
に
色
濃
く
表
し
た
も

の
と
言
え
、
「
吉よ
し
が
や
つ

ヶ
谷
式
」
と

い
う
土
器
型
式
名
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
吉
ヶ
谷
式
土
器
は
、
埼
玉
県

北
部
の
比ひ

き企
丘
陵
地
域
で
成
立

し
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
に
周

辺
地
域
か
ら
、
赤
城
山
南
麓
部

に
ま
で
波
及
し
ま
し
た
。

　
弥
生
時
代
中
期
後
半
か
ら
後

期
頃
は
、
気
候
変
動
期
に
あ
た

り
、
湿
潤
な
天
候
が
続
き
洪
水

が
多
発
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
埼
玉
県
北

部
や
群
馬
県
南
東
部
の
低
地
帯

（
平
野
部
）
な
ど
で
は
、
水
田

稲
作
を
生
産
基
盤
と
し
て
い
た

人
々
が
、
や
む
な
く
水
田
や
ム

ラ
を
棄
て
て
、
新
天
地
を
求
め

移
住
し
、
弥
生
の
ム
ラ
が
希
薄

な
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　
移
住
者
た
ち
が
辿
り
着
い
た

新
天
地
の
一
つ
が
峯
岸
山
の
地

だ
っ
た
の
で
す
。

　
吉
ヶ
谷
式
土
器
文
化
を
も
っ

た
人
々
は
、
は
た
し
て
こ
の
地

で
水
田
稲
作
を
行
え
た
の
で
し

ょ
う
か
。
彼
ら
の
ム
ラ
は
、
現

水
田
面
と
の
比
高
差
が
20
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
丘
陵
部
に
あ
り
ま

す
。
水
田
稲
作
を
す
る
に
は
不

便
で
、
水
田
可
耕
地
も
少
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
彼
ら
は
コ
メ
に
依
存
せ

ず
、
畠
作
に
よ
る
ア
ワ
・
キ

ビ
・
マ
メ
類
な
ど
の
雑
穀
栽
培

や
、
ク
リ
・
ド
ン
グ
リ
な
ど
の

採
集
、
狩
猟
・
漁
労
な
ど
に
よ

っ
て
生
活
を
支
え
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、
縄
文

時
代
の
食
料
生
産
と
同
じ
よ
う

な
生
活
だ
っ
た
と
言
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

第
14
回

『
新
編　
桐
生
市
史
』
編
集
委
員

　
原
始
古
代
部
会
専
門
委
員

宮み
や
た田　
毅つ
よ
し

桑
くわはら

原�紬
つむぎ

ちゃん
２歳６か月

（広沢町四丁目）

有
うどう

働�瑛
えいしん

心ちゃん
３歳４か月
（菱町五丁目）

小
こぐれ

暮�律
りつ と

登ちゃん
２歳４か月
（小梅町）

パチリいい顔 桐生っ子
　市内に居住する３歳まで（申し込
み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎内線505）へ。

▲縄文のある弥生式土器
��（「薗田芳雄報文1975」より）　
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